
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予

算

額

前年度繰越

25,000 25,000

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

平成28年度に、事業の委託先を選定し、県の現状と課題に係るデータ分析に基づく政策モデルの構築及びシステム活用研修を各地で実

施する。

目標に対

する成果

の状況

平成28年2月補正事業のため、事業の準備を行い、明許繰越とした。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 2,483 27,483

0 2,483

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの

財源

0 25,000

概　算

人件費

0.30 0.30

0

0

2,483

25,000

合計（A) 0 25,000

27年度27年度27年度27年度 28年度

当初予算

補正予算 25,000

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績

H27 H28

（当初） （決算） （当初）

【RESASの普及促進】

　・政策モデルの構築や人材

の育成

（地方創生加速化交付金）

委託

①RESASを活用した経済分析

②政策モデルの構築

③政策研究グループ等への助言

④RESAS普及研修（出前講座、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等）

⑤RESASマスターの育成　等

県が関与

する理由

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】

広域自治体である県が委託事業者と連携して、RESASの普及活動に取り組み、地方創生におけ

る地域住民の積極的な参画を促す。

課・室 総合政策課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail seisaku@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

0

RESAS（リーサス：地域経済分析システム）が提供する人口・産業・観光等など、地域経済に関するビッグデータを政策立案に活かすため、

データ分析に基づく政策モデルの構築やシステム活用研修を実施

○国では地方自治体の地方版総合戦略策定時におけるKPI の設定やPDCA サイクルの確立を情報面から支援するため、地域経済分析

システム（RESAS）を開発。

○今後、データに基づく政策立案や戦略的経営の重要性が増していることから、本県における地方創生の実現に資する取組を強化する

ため、ビッグデータを活用した政策モデルを構築するとともに、データの活用に長けた人材を県内に育成する。

成果目標の達成状況

項目

RESAS普及研修

参加者(人)

RESASマスター数(人)

事業番号 02 01 03 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 ＲＥＳＡＳ活用促進事業ＲＥＳＡＳ活用促進事業ＲＥＳＡＳ活用促進事業ＲＥＳＡＳ活用促進事業
担

当

課

部局 企画振興部

実施期間 H27 ～

－

－

①RESASの普及促進：RESAS普及研修参加者　1,000人（H28年度末）

②データの活用に長けた人材の育成：RESASマスター　20人（H28年度末）

Ｈ27
H28

目標

H26末

（実績）
目標 成果 達成状況

1000

20

合計 0 0


